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~ K •I = "_＿型開明市型可塑車型
26 30 荒川区東付尾近久4・5丁目；西尾久
1丁目 531 111. 5 26. 6 10 
。16 l, 782 3.30 5.770 
30 24 台東区日本付堤1・2丁目；東浅草 454 72.6 27. 2 25 。 9 0 6.07 5.738 1・2丁目近
31 26 台東区入谷2・1丁目，千束2丁 400 176.0 28. 0 29 。33 4. 334 4.31 5. 472! 目；竜泉 1丁目付近
31 27 台東区下谷2・1・3丁目；根岸
3丁目；入谷 1付目付近 350 59.5 28.0 27 4.31 5321 
33 21 I台東区東上野6・5・4丁目付近 332 56.4 29.9 31 O' 。55 5, 873 4.31 5. 093 
24 24 足立付区千住4・5・3丁目，千住 390 74. 1 31. 2 8 。。44 0 3. 62 4. 8791 旭町近
55 39 品川区戸越3・4・5丁目付近 456 86.6 22.s 11 。39 5,869 2.88 4.707 
24 22 .@1.z:IK S c7) l±JWJ付近 I 482 110. 9 28. 9 2 3 24 。 0 2. 88 4.701 
68 37 i大目付田近区南蒲閃3丁目；西椛谷4T 388 89.2 23.3 9 。日ll, 609 3.33 4.670 
24 42 板橋区仲町，栄町付近 363 61.7 43. 6 13 7 。 0 7, 234 1 87 4579 
22 38 北区上十条 1・2丁目；中十条2 415 66.4 29. 1 10 。55 13,792 2.33 4.555 
• 3丁豊目；十条仲原 1丁目
57 39 近品川区 町6丁目；二葉4丁目付 458 87.0 2. 9 8 。27 1. 495 2.88 4.543 
31 25 台東区千束3・4丁目 364 69.2 21. 8 23 2 。45 0 4. 31 4.478 
33 20 墨田区押上3丁目；京島2・3T 410 94.3 24.6 8 3 。 0 1.203 3.33 4.409 
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?????1. 8 江戸川区堀江町付近4711 
1. 2 1. 2 板橋区新河岸2丁目付近1449 















































ユ 区 町 丁 目 名 ロ 口
番号 密度 密度
4219 江東区南砂3丁目付近 140 30.8 
4857 世田谷区桜丘5丁目付近 120 30.0 
4126 江東区永代1丁目佐賀 1丁目付近 146 26. 3 
4433 港区新橋3丁目芝愛宕町 1丁目付 143 20.0 近
3日4 千代田区富士見町2・1丁目付近 108 
3022 墨田区堤通1丁目 133 27.9 
3062 練馬区上石神井1丁目〔西部）付近 126 30.2 
5039 金品川区上大目付崎3・2TfL 港区白台5丁近 104 15.6 
5448 目黒区八雲3・2丁目付近 143 25.7 
5844 大田区南千束2丁目，東宮谷 1丁 157 31.4 目
3834 千代田区三番町付近 92 17. 5 
5751 世田谷区等々存2・1丁目，尾山台2・3丁目近 113 21.5 
1745 板橋区坂下2丁目付近 139 32.0 






















老 道 空 空 交 交 都 総第
年人 地 地 通 通 市 主
口 路 率 率 量 量 構 成
密度
* A B 自
鉄 造 合分値、J、.；
5.6 22 8 2.88 012 
4-8 15 3 2.88 . 007 
8.8 17 3 19 34 1, 053 1. 67 005 
10.0 27 14 2 0 2, 491 1. 87 005 
7.6 14 5 7 3032, 689 2.33 . 003 
8.0 10 3 14 。 0 3, 33 . 003 
15. 1 7 19 6 0 2,067 2.88 . 002 
7.3 18 2 8 2530, 343 1.87 000 
8.6 15 8 1 。 0 2. 33 000 
1. 0 13 。14 36 3, 195 。 003 
6.4 29 2 9 20 0 2. 33 004 
6.8 17 5 34 0 2. 33 一.004 
4.2 13 2 12 。142 3.33 一.013 
6. 4 17 1 13 0 1. 87 一.014 
























































































































































































































































































































立，江戸川などの建べい率はそれぞれ23.8%, 31. 4%, 
28 6%, 20. 5%, 19. 8%と， 23医平均の31.0%とほぼ同
じか， それ以下であるが， 道路ネは683%, 9 82%, 




物施設も単位面積当り， 17,55, 21, 34, 34と平均の45
を若干上まわるか，以下であって，住民にとって好まし
い環境の地域であることはたしかである。しかし，建物







を加えて考えると， 500メートルメッシュ当りo.9, 1. 6, 












































代m1.4凶 2，中央2.ok:m＇，港 1.4凶＂ 新宿2.Okm', 文京







































































｜都心3gji:r .i s gj周辺ロ 計
緑 地 帯 10( 0〕 9( 7) 22( 9) 41(16) 
学 校 4( 0) 7( 2) 8( 7) 19( 9) 
団 地 。 6( 1〕 17( 7) 23( 8) 
耐火建物 2〔0) 2( 0) 7( 0) 11( 0) 
基地・寺院 3( 0〕 4( 1) 1( O) 8( 1〕
河川敷・埋立地 。 6( 0〕 11( 1) 17( 1) 
空地（私有） 。 1( 1) 6(11) 7(12) 
空地（公有） 0〔1〕 2( 8) 3( 8) 5(17) 





















































A' B C 'D: E ~2 次案Ai, ι 
候唱す積｜まL京葉会！岸良から不i避難地l面積！ I三男.~ L 
表8
1 67 12 l, 973 3 28.8 。2,0021 Il j¥:; 千
1 44 10 l, 242. li
2, 037. 7, 
。l198.3 l, 440 4 央?????
1 071 19・ 
18j 
。。2,037.7 港
1 52 2,231.7 10. 3 485 1 2, 727 1 {(i 新
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517. Oi 
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0 88 709 1 。176.0 885 1 東｜.L、IC! 

































5, 917. li 













































4, 235 4; 
i …31, 4 781. 1j 
1) 千代田区には他に耐火建物内残留が考えられる。
2) 武蔵野グリーシパーク 613.9×103 ntは含まない。
3) 品川区で区面積に対する避難候補地面積の比率が高いのは埋立地を含むからである。 また北区の場合には河川敷の利用，板橋区の場合には高
島平団地の利用が考えられているからである。
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2 (6 3～6. 6) 














































































































































































































































































? ? （ ??? ? ??（ ??
?
??????














































































??? ? ? ?
害






















• I 5 C 





SC以下 I • I 5 B～SC 
なし I・ D 数%




































・半壊 126, 233 





























































6. 5 I 7 
10～30km I 30～50km 
20km I 50km 
1／数100年 ｜ 数回／100年
・1 5B l・l 5C以下
・L 中 I • L なし
・D 10%以下 1・D 1%以下
・F 中 ｜・ F なし
・Pa 10数% I •Pa 微小
・Ef 中 ｜・ Ef なし
l __i手ケ戸空＇＿ i:_＿／＿恒三アノレ I ＿＿神縄モデル
I 7土 I 6± 
I 30回 I 5～20km 
I 65km I 201皿
I 1／数100年 I 1～21100年
• I 5 C I・I 5 C 
4 ・L なし ｜・ L なし
I • D 1%以下 ｜・ D 1%以下
I • F なし ｜・ F なし
i •Pa 小｜・Pa小
｜・ Ef なし i・Efなし
・H 小さい時は要
注意
6 5 I 6 
5km I 5回
60km I 30km 
1／数100年 I t／数100年
1・1 5C i・I 5C以下
• L なし ｜・ L なし
・D 1%以下 i ・ D 1%以下
・F なし ｜・ F なし
・Pa小 ! •Pa 微小
｜・ Ef なし I • Ef なし
｜・小田原付近，北伊i 豆をそデ山て
もほぼ同じ






• I 5 A～6 
• L 中～大





































・ I 5 C以下 l・1 5C以下
• L d、 I ・ L なし a
・D 1%以下 ｜・ D なし
• F なし ｜・ F なし
地われ－fl 1・ 地われ一部
• Efなし ！・ Ef なし
•H 大きいときは I• Hがさらに大きい
無被害 I ときは無被害
• I 5 C以下 I • I 5 c以下
• L なし ｜・ L なし
・D なし ｜・ D なし
• F なし 1・F なし
・T なし I・ T なし
なし ！・ なし
なし ｜・ なし
・Pa微少 ｜・ Pa なし
• Efなし 1・Ef なし
・1 5C以下 I • I 5 c以下
•D なし i・D なし
・宇なし ｜・ F なし
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16 都市研究報告第63号～66号
地震予知観測ネットワークは，年をおって整備され，
中小規模の地震についても地震情報を提供できるように
なろう。したがって，第4の課題である火災等の防止を
あらかじめ地震直前に徹底させることが期待できるよう
になり，ひいては超長期の施策の目標は第3の課題たる
破壊の防止にむけられることになる，とも考えることが
できょう。とくに地震水害を防ぐ決め手となる内部河川
の護岸などの強化は相対的に重要性をますはずである
し，砂地盤の液状化も不可避で，これによる被害の拡大
を防止する方策を整理しておくべきであろう。地下埋設
管の後遺症的被害も注目すべきポイントのーっとなろ
うF
以上のような諸点を考えに入れて，東京50km圏に関
係するモデノレ地震とそれによる地形地域ごとの震災危険
の特色，その地域の特色を表10に示す。こうした整理を
していくと，どこが震源地域であっても，震災危険は，
下回j低地と台地を刻む谷底平野，あたらしい宅地造成地
の多い多摩丘陵といった地域で高く，火災，地震水害，
セ地造成及び斜面の崩壊に注目するのがよいであろう。
危険の程度は震源地域によってことなることはし、うまで
もなし、。斜面崩壊や階段状の宅地崩壊は次の震災の特色
のーっと考えられているが，現在の宅地造成地はこれま
でのいくつかの小被害を出した地震時に脆くもずれてい
る例が多いし，法規上も地震を考えた規制はとられてい
ないη 水田に盛土した低地域の’七地なども被害を多発す
る可能性なしとしない。
しかし関東大地震や安政江戸地震の再来以外では，
大被害を規定しにくいし火災防止と地震水害防止に万
全を期することができれば，被害は中程度以下とみるこ
とができる。
10. あとがき
！）~災危険の地域的集積を追究していくと，火気に対す
る規制や木造宅地の拡大に対する配慮の欠如とともに，
！：地利用配置の下じきとなる都市計画のないこと，水利
の不備，地盤沈下による 0メートノレ地帯の拡大防止に対
する配慮の欠如など，土地利用計画，水利用計画の面での
不備が限につく。しかも，関東大震災後の当時の市街地
外縁部でのスプロール的拡大，第2次大戦後の戦災地域
に対する無策，昭和30年代の高度成長期の外縁地域での
都市政策の欠如などがかさなって，今となっては対策し
にくい事態が形成されていったことが明らかである。
こうした事態に対Lては，地震時火災危険の高い地域
を構造的に分断するか，火災防止にこたえるよう外縁地
域に消防力を増強し，消防施設を幣備して対応するか，
地域の耐震性を高めるために木造家尽の更新を促進する
か，火気の規制を強化するといった方法で対応せざるを
えないであろう。それらは何れも財政負担が重すぎると
か，地元住民の協力をえにくいといった問題をかかえて
いる。東京都震災予防条例は都民の理解と協力を求めて
いるが，震災危険についての理解の徹底にはじまり，防
災事業に協力するまでの一連の課題を解決することが，
行政当局に課された任務である。また，震災危険地域の
構造は，地盤の振動特性の分布とともに，人為的要因に
よってもっくりだされていることに注目し，危険地域を
外縁的に拡大することをたちきる必要がある。東京下町
低地の震災危険地域は，北へのびて埼玉県下にひろがろ
うとしているのこの意味では広域的に土地利用計画の下
じきを用意して，誘導するように市街地を形成するとい
った考え方が必要になろうハ
構造を短時間で改造しようとすることには，経費負担
の面iからの制約が大きL、。規制，管理，誘導といった地
域住民との協調の聞に，解決策を見出すべきかも知れな
緑地と指定されながら，遂iにその地域に建築主主準法
によって木造建物がたてられていった昭和30年代の市街
地化，地盤沈下防止に無能な法令，鉱業法をたてに今も
f！摘がたえない地盤沈下地域での天然ガス採取など，危
険を拡大していったことに諸法令が関係していること
も，ある機会に悪循環をたちきるようにしてし、かねばな
らないであろう p
消防水利，消防施設などの設置が現行法令の制約から
障害をうけている反面，火災の要因となる小規模施設の
防火管理が現行法規では出来ないとか，車綱交通の日常
的規制が不充分であったり，消防ポンプ車の活動に支障
の多い路上の駐車，せまい道路ぞいのプロック塀など都
市的土地利用に関して指摘すべき事項も多L、。
現行の災害対策基本法が風水害にかたよっているた
め，震災対策には不充分という考えもある。土地利用の
規制も建築基準法等で可能な面もあるが，現実は危険排
除に有効に活用されているとはL、えないことも多L、。こ
れらの諸点を次稿で論じたいn
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